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産官学連携の進展に向けて

情報処理学会で検討を進めている，大学における情報専門教育のカリキュラム標準の中間報告を社会

にお届けできることになった。平成 17 年に会長に就任して，情報処理学会が「学術の焦点」と「実務

の焦点」の 2 つの中心を持つ運営を行っていくための諸活動を推進してきたが，その一つに情報専門教

育のカリキュラム標準の整備があった。情報処理学会は 1997 年に J97 の略称で知られているものを公

表しているが，それから 10 年の間に情報技術・情報産業はインターネットの進展とも相まっての爆発

的な展開を遂げていることを反映した新しいカリキュラム標準を打ち出すことが社会的にも求められ

ていたからである。

2006 年度（平成 18 年度）にカリキュラム標準策定のための J07 プロジェクトが立ち上がった。2007

年度末に最終報告書を仕上げる目標としているが，2006 年度末までに，情報分野専門教育の 5 領域，

すなわち，コンピュータ科学・情報システム・ソフトウェアエンジニアリング・コンピュータエンジニ

アリング・インフォメーションテクノロジについて，それぞれに教育対象とする知識体系とそのコアと

なる項目群の洗い出しが終わった。その報告文書を受け取ったのは，会長任期の最後の理事会の席であ

った。そこから更にプロジェクトチームが手をかけ，内容を広く知っていただくための体裁を整えて，

この文書として世に送り出すことになった。

情報産業の振興に向けて求められる人材の育成に関しては，産官学での連携が進められているところ

である。J07 は，“学”が考える教育内容を取りまとめた参照文書として位置づけられるべきものであ

る。この報告書は，その骨格となる知識体系を取りまとめたものである。各界からのコメントをいただ

き，よりよいものにしていけると幸いである。また，J07 最終報告が公表できるまでの間，産官学での

人材育成に関する議論において，この中間報告書が共通の参照文書として機能することを望んでいる。

2007 年 7 月 31 日

安西祐一郎

情報処理学会平成 17・18 年度会長

慶應義塾長,慶應義塾大学長
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はじめに   
 

 

J91，  J97 に続く情報専門学科カリキュラム標準策定を目指す J07 プロジェクトの中間

報告をお届けする。  

情報処理学会が情報専門学科カリキュラム標準 J97 を公表してからすでに 10 年近くが経

過した。この間に，情報に関する科学技術は大いに発展し，情報技術をインフラストラク

チャとして社会も大きく変貌しつつある。 IEEE CS と ACM は共同してカリキュラム標準

策定を進め，2001 年に CS 領域に対するカリキュラム CC2001 を公表して以降，順次 IS， SE，

CE 領域に対するものを公表してきた。2005 年には IT 領域を新設してそのカリキュラム標

準を公表するに至っている。日本国内でも，産業界の状況が大きく変わり，情報技術がそ

の根幹部分にまで関与するようになった。高度情報技術者を求める声も大きくなり，2005

年には経団連が高度情報技術人材養成に関する社会提言を出し，文科省による先導的 IT

技術者育成拠点プロジェクトが実施されるに至っている。  

こうした動きに呼応して，情報処理学会では，その情報処理教育委員会の下に情報専門

学科カリキュラム標準策定プロジェクト J07 を発足させた。このプロジェクトは，2007 年

度中にカリキュラム標準を公表することを目標とするものであり，CS， IS， SE， CE， IT 

の各領域ごとに委員会を設けて作業を行う。その 5 委員会の相互連絡と全体調整を行う連

絡委員会は，2006 年７月に第 1 回会合を開いて以後，毎月１回の割りで会議をもってプロ

ジェクト全体の統括・推進にあたってきた。   

J07 プロジェクトは，日本国内でのカリキュラム標準を策定することを目標とするが，

そこではこの分野におけるカリキュラムの国際的な整合性に十分に配慮する。また，カリ

キュラムの端から端までを縛るのではなく，最低限どんな知識をどの深さまで習得するこ

とを目標とすべきかを定めることを柱とし，具体的な科目配置・学年配当などは一例を示

すにとどめる方針でいる。これは，教育プログラムの認定においても，教育方法の開発・

実施はそれぞれの教育機関が行うことであり，教育機関の自主性・創造性を最大限尊重し

ていることに呼応するものである。   

J07 プロジェクトでは，最初の年度で 5 領域で扱う対象となる知識項目を洗い出し，そ

れぞれに教育プログラムが教育・学習の対象とすべき中核項目を選定した。これらを知識

体系としてここに公開するものである。プロジェクトは，なお 1 年の作業期間を残してい

る。多くの部面，多くの方々からご意見をいただき，より望ましいものに洗練していくこ

とを予定している。   

 

 

2007 年 5 月 30 日   

J07 プロジェクト連絡委員会  

委員長 筧 捷彦  

（情報処理教育委員会委員長）  

J07 プロジェクト 
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プロジェクトの概要   
－情報系専門教育カリキュラム標準  J07－  

 

1 目的   

情報処理学会では，理工系学部情報系学科のためのカリキュラムについて，その標準

J91[1]，  J97[2]を発表してきた。これらは，各大学の情報系学科がそのカリキュラムを策

定したり改定したりする際に必ずといっていいほど参照されるものとして定着している。  

しかし，すでに  J97 策定から 10 年が経とうとしている。この間に，情報に関する科学

技術は大いに発展し，情報技術をインフラストラクチャとして社会も大きく変貌しつつあ

る。 IEEE/CS と ACM は共同してカリキュラム標準策定を進め，2001 年に CS 領域に対す

るカリキュラム CC2001[3]を公表して以降，順次  IS[4]，  SE[5]，CE[6]領域に対するもの

を公表してきた。2005 年には IT 領域を新設 [7]してそのカリキュラム標準 [8]を公表するに

至っている。日本国内でも，産業界の状況が大きく変わり，情報技術がその根幹部分にま

で関与するようになった。高度情報技術者を求める声も大きくなり，2005 年には経団連が

高度情報技術人材養成に関する社会提言を出し，文科省による先導的  IT 技術者育成拠点

プロジェクトが実施されるに至っている。  

 国内の状況に対応し，国際的な整合性をもった，現時点での情報系専門教育カリキュラ

ムに関する基準参照文書を用意することを目的として， J07 プロジェクトが発足した。   

 

2 目標および日程   

 教育に関する標準策定は，向こう 10 年，50 年を見据えた調査・検討を経て行うべきも

のである。しかしながら， J97 発行以来の年月の間に生じた情報科学・情報技術の発展・

変化は非常に大きい。その変化を読み解き，向こう 10 年，50 年の策を立てるには数年を

要するであろうし，学会上げての組織作りと傾注した作業とを要するものになる。それ以

上に，情報処理学会にとどまることなく，広く産業界，学界と連携して進めていく必要が

ある。  

 J07 プロジェクトは，そうした本格的な情報専門教育の標準策定活動を起こす前段階と

して，2007 年度末を期限として，この時点での情報専門教育のカリキュラムについて， J97

に替わる基準参照文書を用意することを目標とする。具体的には，米国で先行して策定が

進んでいる CC2001-CC2005 を基本とし，国際的な整合性を保ちながらも国内での状況を勘

案して実効的な基準参照文書を作成する。   

 J07 プロジェクトが  J97 を下敷きにしたプロジェクトであるのと同様に，CC2001-CC2005

も 1991 年に発表した CC1991[9]を下敷きにしている。1991 年からの  10 年の間に，情報科

学・情報技術が大きく発展・変化したばかりではなく，大学教育のあり方も大きく発展・

変化した。知識を教授する，という従来からの方式・方法にとどまらず，プロジェクト中

心の学習方式  (PBL，  project based learning) やインターンシップが大幅に取り入れられ，

知識を知識として覚えこむだけでなく現実問題に適用していく能力の育成と連携させる動

きが広がった。ウェブシステムによる遠隔教育もさまざまに活用されてきている。  

 

 

J07 プロジェクト 
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J07 プロジェクト 
v 

こうした中でこの分野でも教育課程の認定 (accreditation)が広く行われるようになった。

そこでは，何が教えられたか，ではなく，学生が何を身に付けたかが問われる。学科であ

れ，コースであれ，教育課程を立てるには，まず学生に何をどこまで身に付けさせるのか

の目標設定が必要とされ，その設定した目標をすべての学生に達成させるためにどんな教

育方法・教育手段をとるかを工夫する。加えて，その方法・手段がうまく機能しているか

どうかを，学生の目標達成状況に照らして点検し，改善を重ねているかどうかが問われる。   

 こうした状況の中では，カリキュラムに関する基準参照文書も従来のものとはその発想

を換えたものにならざるをえない。具体的にどんな授業科目をどう配置するかはそれぞれ

の教育機関が工夫するものであるから，標準の“カリキュラム”を示す，という発想では

まとめられない。そこで  CC2001-CC2005 が採用した方式は，学科・コース等として典型

的な領域について，その領域での学習対象として上げられる知識項目にどんなものがある

かを一覧する“知識体系”(BOK, Body of Knowledge)を用意し，いわゆるカリキュラムはい

くつかのモデルを例示するにとどめる，というものであった。基準としては，学科・コー

ス等で学生の達成目標を設定するにあたって，その領域を対象にするのであれば，最低限，

これこれの項目についてこの程度までの知識を身に付けるのが望ましい，というものをコ

ア (core)として示すことにしたのである。   

 こうした事情を考慮して， J07 プロジェクトでは，つぎの通りの目標および日程を設定

した。   

 

CS（コンピュータ科学）， IS（情報システム），SE（ソフトウェアエンジニアリング），CE

（コンピュータエンジニアリング）， IT（インフォメーションテクノロジ）の  5 領域につ

いて，つぎの作業を行う。  

2006 年度   

 知識体系の骨子を定める   

 知識体系に含めるべき知識項目とその項目内容を示すキーワードの一覧   

 コア項目の指定   

2007 年度   

 知識体系・カリキュラム例を作成する   

 コア項目に対する学習達成目標（水準）   

 （少なくともコア項目を網羅できる）科目構成例  
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3 2006 年度成果   
2006 年度の成果は，この報告書の本文に示す。基本的には，CS，  IS，  SE，  CE，  IT

の  5 領域に対する，知識体系としての項目一覧（項目ごとにその内容を示すキーワードの

一覧を伴う）を示す。その項目の中に，コア項目を指定してある。   

コア項目は，その領域を対象とする学科・コース等にあっては最低限学生の達成目標に

含めるべきものを示す。このコア項目を定めるに当たっては，CC2001-CC2005 での指定を

参考にしつつも，日本の状況を踏まえて実効ある基準となることを目指した。まず，その

コア項目に対して設定するべき学習達成目標（水準）を検討した。このとき，従来からの

講義＋演習等（予復習，演習，実習）の形態で教育する場合に必要となるコア項目の内容

に対する講義時間数を想定し，コア項目全部の講義時間総数が  1 年分の講義時間数（ほぼ  

350 時間）を上限として，可能な限り項目・内容を削り込んだ。  

日本では，実勢として，大学  4 年間で習得する単位数は  124 単位であり，90 分の

講義時間で 15 回をもって  2 単位としている。したがって，1 年分の講義時間は  31×

1.5×15÷2 =348.75 時間である。いわゆる社会科学・人文科学・数学・基礎科学など

に  1 年分，卒論に  1 年分を割り当てている大学が多いことを考えると，専門教育の講

義に当てる時間は  2 年分相当になる。コア項目は，その領域を対象とする学科・コー

ス等で必ず教えるべき内容である。それぞれの学科・コース等で特色を出した教育・

学習を組み立てる余地を残すことを考えると，コア項目の講義に必要と想定される時

間数がこの  1 年分の講義時間数内に収まっていなければ，実効的な基準として機能し

えないと判断した。  

 コア項目を指定するという方針ではあるが， IS 領域，SE 領域については取りまとめ方

が異なっている。CC2001-CC2005 でもそうであるが， IS 領域，SE 領域のまとめ方は，知

識体系を主体としてその上にコア項目を定めるという方式どおりではない。 IS 領域では，

情報の科学技術に関することがらとともに情報システムが対象とする社会・組織・人間に

関することがらを学ぶ必要があり，それらを含めた知識項目を網羅することが難しい上に，

コアとして特定の対象に絞り込むことも不可能に近い。SE 領域では，大規模なソフトウェ

ア開発に関して，情報の科学技術の知識をもとにしながらも，チームを率い，あるいはチ

ーム員として分担して開発にあたる実務的な側面の訓練が不可欠であり，知識項目の体系

を教程と切り離して扱うことが難しい。   

IS 領域，SE 領域とも，CC2001-CC2005 の策定作業に関係者が関与してきたこともあり，

国際的整合性を重んじて，CC2001-CC2005 での枠組みの中で作業をすることとなった。こ

の結果，IS 領域にあっては，IS2002[4]にそった形での知識体系の整理を行なって，その要

約を成果として示してある。SE 領域にあっては，SE2004[5]で議論されている講義・演習

などの単位（ユニット）の中でソフトウェアエンジニアリングを対象とする日本の学科・

コース等で最低限設定すべきものを抽出して，成果としてそれらをコアユニットと呼んで

提示している。   
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報告書の構成 
 

１ 全体の構成 この報告書は，報告の本文である知識体系(BOK)中間報告と，一群の関連資料とか

らなる。 

 
２ 報告の本文 報告の本文は，J07プロジェクトの2006年度作業の成果である，情報専門教育におけ

る知識体系（Body of Knowledge, 知識本体，知識体）を,IEEE-CS・ACMのcc2001-cc2005 を基にして定

めたものである。 

 知識体系は，情報専門教育の 5 領域，すなわち，コンピュータ科学(CS, computer science)，情報シス

テム(IS, information systems)，ソフトウェアエンジニアリング(SE, software engineering)，コンピュータエ

ンジニアリング(CE, computer engineering)，インフォメーションテクノロジ(IT, information technology)それ

ぞれに対して用意した。それぞれの知識体系は，原則として，その領域の教育において対象となる知識

項目を洗い出して整理分類して示したものである。多くの領域では，大分類として学習域(learning area，

知識領域，知識カテゴリ)をおき，その中に幾つかの単元（unit，ユニット）を置く形をとり，さらに，それぞ

れの単元で扱うべき知識内容を幾つかのトピック(topic)の形にまとめて示す。 

 加えて，それぞれの領域ごとに，原則として，その領域を教育過程の対象に含めているとする学科・専

修・コースで必ず学ばせるのが適切である単元をコア(core)単元と指定してある。コアの単元は，その学

習に対して想定した講義時間を付記してあり，その合計が大学での 1 年分の総講義時間内に（可能な

限り十分な余裕を残して）収まるように配慮して選定してある。 

 なお，知識体系・学習域・単元・トピック・コア等の用語は，領域によって一部異なったものを使っている。

J07 として途中段階にあり，こうした用語の統一は 2007 年度の作業となる。 

 
３ 関連資料 この報告書の後半は，本文に示した成果に関係するつぎの資料が集めてある。 

(1) 全国大会シンポジウムでの発表スライド 2006 年度の成果報告を行った第 69 回全国大会

でのシンポジウム「情報専門学科カリキュラムJ07-その骨子」での発表スライドが集めてある。この

シンポジウムでは，情報処理教育委員会で行った情報専門学科での達成度調査の結果も発表

があった。その達成度調査そのものについての公表されている資料も文書の形でここに収めてあ

る。 

(2) cc2001-cc2005 の翻訳版 J07 プ ロ ジ ェ ク ト の 作 業 を 行 う の に ， IEEE-CS ・ ACM の

cc2001-cc2005 の文書の日本語翻訳版を用いた。５領域それぞれの知識体系を定めたものに加

えて，5 領域にわたる概要報告である。これらは，J07 プロジェクトの各委員会が自ら翻訳を行った

ものもあれば，他の機関の作成したものを使わせていただいたものもある。これらの文書の翻訳

版が集めてある。 
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 J07 プロジェクトがまだ途中段階であるため，たとえば，J07 プロジェクトとしてCS・IS・SE・CE・IT

の各領域をどのように位置づけているかを記した文書が公表できる形では用意されていないなど，

この中間報告には，その本文を広く理解していただくために必要となる各種の定義や解説が不足

している。それを補うことを意図して，翻訳版を資料として集めておいた。これらの資料の利用は，

この中間報告の本文を理解するための参考とすることに限る。さらに，この文書の前付けに示して

ある， cc2001-cc2005 の利用に関するIEEE-CSと情報処理学会間での合意にも留意されたい。 

 

謝辞 この報告書にとりまとめた J07 のこれまでの活動に対してさまざまなご協力をいただいた。情報技術

(IT)知識体系（翻訳版）は，国立情報学研究所の本位田真一教授の研究室で翻訳しておられたものをもと

にして委員会が仕上げたものである。コンピューティングカリキュラム 2005 概要報告（翻訳版）は，富士通

（株）の有志の方々が翻訳しておられたものをもとにして委員会が仕上げたものである。コンピュータ工学

の知識体系（翻訳版）は，経済産業省で翻訳しておられたものをもとにして委員会が仕上げたものである。

また，後者２件についてその翻訳の存在をご紹介いただくなど，永見祐一さん（経済産業省情報処理振興

課）にいろいろに支援いただいた。これらのご協力をいただいた関係の方々に感謝する。 
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